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注： 1) 平成24年(A)及び差(A)-(B)は、1,000人（組）単位でまとめてある。

2) 出生・死亡・自然増減・婚姻・離婚率は人口千対、死産率は出産（出生＋死産）千対である。

率算出に用いた人口は、平成24年10月１日現在推計日本人人口 125,950,000 人（試算値）である。

（総務省統計局推計の同日現在総人口（概算値）から、人口動態・保健社会統計課で試算）

分 秒 分 秒

出 生 1 033 000 1 050 806 △ 18 000 8.2 8.3 31″ 30″

死 亡 1 245 000 1 253 066 △  8 000 9.9 9.9 25″ 25″

自 然 増 減 △ 212 000 △ 202 260 △ 10 000 △ 1.7 △ 1.6 … …

死 産  25 000  25 751 △  1 000 23.6 23.9 21′ 1″ 20′ 25″

婚 姻  669 000  661 895 7 000 5.3 5.2 47″ 48″

離 婚  237 000  235 719 1 000 1.88 1.87 2′ 13″ 2′ 14″
 

平均発生間隔
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平成23年
確定値
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推計数(A)

平成23年
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平成24年
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平成23年
確定値

実　数 率

 

人口動態総覧，前年比較 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 出生数 
 

出生数は 103 万 3000 人、出生率（人口千対）は 8.2 と推計される。 
  

２ 死亡数 
 

死亡数は 124 万 5000 人、死亡率（人口千対）は 9.9 と推計される。 
 
なお、主な死因の死亡数は、第１位悪性新生物 36 万 1000 人、第２位心疾患 19万 6000 人、 
 

第３位肺炎 12万 3000 人、第４位脳血管疾患 12万 1000 人と推計される。（次頁参照） 
 
 また、死産数は 2万 5000 胎、死産率（出産千対）は 23.6 と推計される。 
 

３ 自然増減数 
 

自然増減数は△21 万 2000 人、自然増減率（人口千対）は△1.7 と推計される。 
 

４ 婚姻件数 
 

婚姻件数は 66万 9000 組、婚姻率（人口千対）は 5.3 と推計される。 
 

５ 離婚件数 
 

離婚件数は 23万 7000 組、離婚率（人口千対）は 1.88 と推計される。 
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離婚

死亡数

1,245,000 人

出生数

1,033,000 人

婚姻件数

669,000 組

離婚件数

237,000 組

【平成24年推計数】

昭和‥年 平成・年

死因 死亡数 死因 死亡数 死因 死亡数 死因 死亡数 死因 死亡数

第１位 悪性新生物  295 484 悪性新生物  325 941 悪性新生物  353 499 悪性新生物  357 305 悪性新生物  361 000 

第２位 心疾患  146 741 心疾患  173 125 心疾患  189 360 心疾患  194 926 心疾患  196 000 

第３位 脳血管疾患  132 529 脳血管疾患  132 847 脳血管疾患  123 461 肺炎  124 749 肺炎  123 000 

第４位 肺炎  86 938 肺炎  107 241 肺炎  118 888 脳血管疾患  123 867 脳血管疾患  121 000 

 注：平成23年までは確定数、平成24年は推計数である。
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人口動態総覧の年次推移 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

死因順位別死亡数の年次推移 
 

 


